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一

は
じ
め
に

　

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
の
高
札
が
撤
去
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
き
な
宗
教

政
策
上
の
変
化
で
あ
り
、
近
世
か
ら
近
代
へ
の
時
代
の
転
換
を
示
す
出
来
事
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
幕

藩
体
制
下
で
は
、
徳
川
家
康
が
慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
に
禁
令
を
布
告
し
て
以
来
、
幕
末
・
維

新
期
ま
で
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
は
禁
止
さ
れ
た
。
し
か
し
、
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
高
札
撤
去
を
も
っ
て
、

禁
教
は
解
除
さ
れ
、
長
く
久
し
く
信
仰
を
潜
伏
し
て
保
持
し
て
い
た
キ
リ
シ
タ
ン
は
「
禁
制
」
と
い

う
宗
教
政
策
上
の
規
制
か
ら
解
放
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
原
動
力
は
厳
し
い
禁
制
下
に
お
い
て

何
世
代
に
も
わ
た
り
信
仰
を
継
承
し
て
い
っ
た
キ
リ
シ
タ
ン
の
強
靭
な
信
仰
心
で
あ
っ
た
。
キ
リ
シ

タ
ン
の
潜
伏
下
に
お
け
る
信
仰
や
行
為
は
、「
禁
制
」
と
い
う
規
制
か
ら
の
解
放
の
原
動
力
と
な
る

活
動
で
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、「
禁
制
」
を
解
放
さ
せ
た
キ
リ
シ
タ

ン
の
強
靭
な
信
仰
心
は
彼
ら
を
取
り
巻
く
村
社
会
・
地
域
社
会
内
部
で
は
新
た
な
る
問
題
も
発
生
し
た
。

本
論
文
で
は
そ
の
よ
う
な
禁
教
解
除
後
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
行
為
と
信
仰
を
め
ぐ
る
動
向
を
検
討
し
、

禁
教
解
除
が
彼
ら
を
取
り
巻
く
村
社
会
・
地
域
社
会
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
考
え
る
。
そ
し
て
、

禁
教
が
解
除
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
集
落
内
部
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
明
ら
か
に

す
る
。
禁
教
解
除
後
の
キ
リ
シ
タ
ン
集
落
内
部
の
状
況
を
記
し
た
記
録
か
ら
そ
の
動
向
を
見
て
い
く
（
１
）

。

一　

キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
下
の
キ
リ
シ
タ
ン
集
落
―
信
仰
隠
匿
と
村
社
会

江
戸
幕
府
の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
政
策
は
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
は
信
仰
を
隠
匿

し
、
代
々
継
承
し
た
。
そ
し
て
、
幾
度
か
キ
リ
シ
タ
ン
の
存
在
が
露
顕
す
る
事
件
も
起
き
て
い
る
。

潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
が
存
在
し
て
い
た
肥
前
国
（
長
崎
県
）
で
は
、
幕
府
の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
政
策
を

決
定
的
に
し
た
島
原
・
天
草
一
揆
（
島
原
の
乱
）
終
結
か
ら
幕
末
に
至
る
ま
で
、
数
回
の
キ
リ
シ
タ

ン
露
顕
事
件
が
発
生
し
て
い
る
。
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
の
大
村
崩
れ
、寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）

の
浦
上
一
番
崩
れ
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
の
浦
上
二
番
崩
れ
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
の

浦
上
三
番
崩
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
場
所
は
肥
前
国
で
は
な
い
が
、
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
に
肥

後
国
天
草
地
方
で
天
草
崩
れ
が
お
こ
っ
て
い
る
。

十
七
世
紀
半
ば
に
起
こ
っ
た
大
村
郡こ
お
り

崩
れ
は
、
島
原
・
天
草
一
揆
以
降
キ
リ
シ
タ
ン
の
潜
在
的
拡

張
を
恐
れ
た
幕
府
が
宗
門
改
役
の
井
上
政
重
の
指
導
に
よ
り
全
国
的
に
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
摘
発
が

進
め
ら
れ
る
中
で
起
こ
っ
た
。
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
摘
発
を
契
機
に
宗
門
改
の
徹
底
化
政
策
が
模
索

さ
れ
て
い
る
中
で
、
大
村
藩
領
内
で
大
量
に
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
が
露
顕
し
た
の
で
あ
っ
た
。
島
原
・

天
草
一
揆
に
よ
り
キ
リ
シ
タ
ン
の
脅
威
を
改
め
て
認
識
し
た
幕
藩
権
力
は
、
禁
制
の
徹
底
化
を
ど
の

よ
う
に
構
築
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
必
須
の
課
題
と
し
た
。
し
た
が
っ
て
露
顕
さ
れ
た
キ
リ
シ

タ
ン
に
対
し
て
は
厳
罰
で
対
処
し
た
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
幕
藩
権
力
の
キ
リ
シ
タ
ン
政
策
に
対
し

て
村
社
会
は
無
力
で
あ
り
、
抵
抗
す
る
こ
と
な
く
従
っ
た
（
２
）
。

そ
し
て
、
近
世
後
期
に
再
び
キ
リ
シ
タ
ン
露
顕
事
件
が
起
こ
っ
た
。
浦
上
一
番
崩
れ
、
浦
上
三
番

崩
れ
、
天
草
崩
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
件
が
起
こ
っ
た
時
に
は
大
村
郡
崩
れ
か
ら
一
世
紀
半
以
上

の
年
月
が
経
っ
て
お
り
、
こ
の
間
に
幕
藩
権
力
の
キ
リ
シ
タ
ン
認
識
も
変
化
し
た
。
そ
の
た
め
幕
府

の
対
処
も
変
化
し
た
。

浦
上
一
番
崩
れ
は
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
に
起
き
た
。
こ
れ
は
も
と
も
と
肥
前
国
浦
上
村
山

里
の
キ
リ
シ
タ
ン
十
九
名
が
村
内
の
山
王
社
の
仏
像
建
立
の
た
め
の
醵
金
を
拒
否
し
た
こ
と
を
発

端
と
す
る
事
件
で
あ
る
。
醵
金
を
拒
否
し
た
浦
上
村
の
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
庄
屋
高
谷
永
左
衛
門
と
そ

の
一
族
に
よ
り
長
崎
奉
行
に
異
宗
信
仰
を
密
告
さ
れ
吟
味
が
進
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
密
告
さ
れ
た

十
九
名
の
キ
リ
シ
タ
ン
は
証
拠
不
十
分
と
し
て
釈
放
さ
れ
た
。
事
件
は
一
件
落
着
し
た
か
に
見
え
た
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が
、
庄
屋
方
は
そ
の
後
も
執
拗
に
内
密
で
異
宗
信
仰
の
証
拠
を
つ
か
も
う
と
し
、
さ
ら
に
五
人
が
密

告
に
よ
り
捕
ら
え
ら
れ
た
。
こ
の
時
に
浦
上
村
の
村
民
は
信
仰
に
関
係
な
く
一
丸
と
な
っ
て
異
宗
信

仰
を
疑
わ
れ
て
捕
ら
え
ら
れ
た
者
の
出
牢
嘆
願
書
を
長
崎
奉
行
に
提
出
し
て
い
る
。
最
終
的
に
長
崎

奉
行
が
異
宗
徒
の
存
在
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
報
告
書
を
幕
府
に
提
出
し
て
、
異
宗
徒
の
存
在
は

否
定
さ
れ
て
事
件
は
落
着
し
た
の
で
あ
っ
た
（
３
）

。

天
草
崩
れ
は
、
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
に
肥
後
天
草
郡
の
大
江
村
・
崎
津
村
・
今
富
村
・
高
浜

村
で
、島
原
藩
の
執
拗
な
探
索
に
よ
り
五
〇
〇
〇
人
余
り
の
異
宗
信
仰
者
が
露
顕
し
た
事
件
で
あ
る
。

幕
領
天
草
を
預
か
り
地
と
し
て
い
た
島
原
藩
は
、
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
頃
か
ら
密
か
に
異
宗

徒
探
索
を
始
め
て
い
た
。
そ
し
て
、今
富
村
庄
屋
演
五
右
衛
門
が
中
心
と
な
り
異
宗
徒
探
索
を
進
め
、

探
索
結
果
を
島
原
藩
に
報
告
し
た
。
そ
の
結
果
、
島
原
藩
は
天
草
地
方
に
お
け
る
異
宗
徒
の
実
態
を

詳
細
に
つ
か
む
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
島
原
藩
の
指
導
の
も
と
で
天
草
地
方
の
庄
屋
に
よ
る
吟

味
を
進
め
た
結
果
、五
〇
〇
〇
人
余
り
の
異
宗
信
仰
者
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
事
件
は
、

最
終
的
に
異
宗
信
仰
を
改
宗
す
る
こ
と
を
前
提
に
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
三
月
に
許
さ
れ
、
解
決

し
た
。
こ
の
時
に
村
社
会
で
は
異
宗
を
信
仰
し
て
い
な
い
者
（
非
キ
リ
シ
タ
ン
）
が
異
宗
信
仰
者
を

摘
発
す
る
よ
う
な
動
き
は
な
く
、
双
方
が
一
丸
と
な
り
、
問
題
が
大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
に
謝
罪
文

を
血
判
で
島
原
藩
に
提
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
村
民
は
「
心
得
違
い
」
の
異
宗
の
存
在
を
認
め
、
異

宗
信
仰
者
は
改
宗
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
（
４
）
。

こ
の
二
つ
の
事
件
に
お
け
る
村
民
と
庄
屋
の
対
応
は
極
め
て
対
照
的
で
あ
る
。
庄
屋
は
幕
府
・
藩

の
探
索
と
は
別
に
執
拗
な
異
宗
探
索
を
進
め
て
い
た
の
に
対
し
て
、村
民
は
キ
リ
シ
タ
ン
（
異
宗
徒
）

と
非
キ
リ
シ
タ
ン
が
一
丸
と
な
っ
て
、
異
宗
問
題
（
キ
リ
シ
タ
ン
露
顕
事
件
）
を
拡
大
さ
せ
な
い
よ

う
に
し
た
。

こ
の
よ
う
な
村
民
の
動
向
は
、
村
民
が
異
宗
問
題
の
拡
大
を
村
落
秩
序
に
対
す
る
脅
威
と
位
置
づ

け
、
問
題
を
で
き
る
だ
け
穏
便
に
済
ま
せ
た
い
と
望
ん
で
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
禁
制
下
で
信

仰
を
隠
匿
し
て
い
る
状
況
の
中
に
お
い
て
村
社
会
内
部
（
キ
リ
シ
タ
ン
集
落
内
部
）
で
は
、
キ
リ
シ

タ
ン
・
非
キ
リ
シ
タ
ン
が
一
体
と
な
っ
て
村
落
共
同
体
を
運
営
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
キ
リ
シ
タ

ン
の
生
活
基
盤
は
村
社
会
な
の
で
あ
っ
た
。

浦
上
三
番
崩
れ
は
時
代
が
や
や
下
っ
た
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
に
起
こ
っ
た
。
事
件
の
発
端
は

密
告
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
開
国
に
よ
る
外
国
船
来
航
に
と
も
な
い
、
異
宗
（
キ
リ
ス
ト
教
）
が

日
本
国
内
に
広
ま
る
よ
う
に
な
れ
ば
一
大
事
に
な
る
と
の
こ
と
で
、
長
崎
奉
行
は
隠
密
に
よ
る
探
索

を
行
っ
た
と
こ
ろ
異
宗
信
仰
者
が
露
顕
し
た
。
こ
の
時
に
露
顕
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
を
厳
し
く
吟
味
し

た
結
果
、
異
宗
徒
の
信
仰
組
織
や
異
宗
信
仰
の
教
義
内
容
等
が
か
な
り
詳
細
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。

異
宗
徒
に
は
最
高
指
導
者
で
、
教
義
、
日
繰
り
（
キ
リ
シ
タ
ン
暦
）
の
繰
り
出
し
、
儀
礼
等
を
つ
か

さ
ど
っ
た
触
頭
、
洗
礼
を
行
っ
た
触
頭
、
触
頭
を
補
佐
し
、
惣
頭
と
各
家
の
連
絡
役
を
行
っ
た
聞
役

と
い
う
組
織
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
教
義
内
容
は
信
心
す
る
者
は
現
世
に
お
い
て

田
畑
の
作
物
の
出
来
が
良
く
な
り
、
諸
願
成
就
し
、
福
徳
延
命
し
、
来
世
は
ハ
ラ
イ
ソ
（
パ
ラ
イ
ソ

＝
天
国
）
で
再
生
し
て
無
限
な
歓
び
や
楽
し
み
を
得
ら
れ
る
と
し
て
、
現
世
利
益
と
来
世
救
済
を
セ

ッ
ト
に
信
仰
し
、
イ
エ
ス
（
記
録
上
で
は
リ
ウ
ス
）
の
誕
生
の
様
子
や
ユ
ダ
の
裏
切
り
、
ク
リ
ス
マ

ス
な
ど
の
記
載
の
あ
る
信
仰
暦
等
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
と
は
や
や

ず
れ
て
い
る
も
の
の
、
明
ら
か
に
キ
リ
シ
タ
ン
の
教
義
内
容
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
捕
ら
え
ら
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
は
「
御
制
禁
の
耶
蘇
宗
門
と
は
別
宗
に
て
、
異
宗
と
申
伝
」

と
し
て
、
禁
制
で
あ
る
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
で
な
く
、
異
宗
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
長
崎
奉
行
は
、
吟

味
の
結
果
、
幕
藩
制
秩
序
に
適
合
す
る
信
仰
と
認
め
な
か
っ
た
が
、
主
張
の
通
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
と

は
別
の
異
宗
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
長
崎
奉
行
は
、
異
宗
徒
は
摘
発
さ
れ
た
も
の
の
、

キ
リ
シ
タ
ン
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
幕
府
に
報
告
し
、
事
件
は
落
着
し
た
の
で
あ
っ
た
。
浦
上
三
番

崩
れ
で
も
、
幕
藩
権
力
は
教
義
内
容
等
が
明
ら
か
に
な
り
な
が
ら
も
、
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
を
異
宗
と

し
て
認
識
し
た
。
幕
藩
権
力
に
よ
る
吟
味
で
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
キ
リ
シ
タ
ン
も
自
分
た
ち
の
信
仰
を
あ
く
ま
で
も
異
宗
で
あ
る
と
し
た
（
５
）
。

こ
の
よ
う
に
、
近
世
後
期
の
キ
リ
シ
タ
ン
露
顕
事
件
で
は
各
事
件
に
お
い
て
違
い
が
あ
っ
た
も
の

の
、
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
は
認
め
ら
れ
ず
、
キ
リ
シ
タ
ン
も
自
分
た
ち
の
信
仰
を
否
定
し
、
隠
匿
し
て

保
持
し
た
。
し
か
し
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
に
始
ま
る
浦
上
四
番
崩
れ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
状

態
が
一
転
す
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
は
隠
匿
す
る
信
仰
態
度
か
ら
、
公
に
表
明
す
る
信
仰
態
度
に
変
化
さ

せ
た
の
で
あ
っ
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
が
信
仰
態
度
を
変
化
さ
せ
た
こ
と
に
よ
り
、
村
社
会
内
部
の
あ
り

方
も
大
き
く
変
化
し
た
。

二　

明
治
政
府
の
キ
リ
シ
タ
ン
（
キ
リ
ス
ト
教
）
政
策

幕
府
が
大
政
奉
還
を
し
た
後
に
政
権
を
踏
襲
し
た
明
治
政
府
は
、
そ
の
ま
ま
キ
リ
シ
タ
ン
問
題
も

幕
府
か
ら
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。
成
立
時
の
明
治
政
府
は
祭
政
一
致
を
宣
言
し
、
神
道
国
家
主

義
の
政
治
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
四
月
に
は
神
祇
官
が
太
政
官
七
官
の

一
つ
と
し
て
設
置
さ
れ
、
神
祇
お
よ
び
祭
祀
に
関
す
る
行
政
を
つ
か
さ
ど
っ
た
。
政
府
は
天
皇
を
頂

二
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点
と
す
る
絶
対
主
義
国
家
を
め
ざ
し
、
神
道
家
や
平
田
派
国
学
者
を
神
祇
官
僚
と
し
て
登
用
し
た
。

神
祇
官
が
設
置
さ
れ
た
直
後
に
、
政
府
は
定
三
札
、
覚
二
札
か
ら
な
る
五
榜
を
掲
示
し
、
定
三
札
は

江
戸
幕
府
の
政
策
を
そ
の
ま
ま
継
承
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
の
第
三
札
は
キ
リ
シ
タ
ン
と
邪

宗
門
を
堅
く
禁
ず
る
定
め
で
あ
り
、
明
治
政
府
の
キ
リ
シ
タ
ン
（
キ
リ
ス
ト
教
）
政
策
も
江
戸
幕
府

の
政
策
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
、
政
策
に
変
化
は
な
か
っ
た
。

神
道
国
教
化
政
策
は
明
治
元
年
か
ら
四
年
（
一
八
六
八
～
七
一
）
の
間
に
展
開
さ
れ
た
。
慶
応
四

年
三
月
に
政
府
は
太
政
官
布
告
に
よ
り
神
仏
判
然
令
を
出
し
、
神
仏
分
離
を
進
め
た
。
諸
神
社
に
対

し
て
、
所
属
す
る
僧
侶
に
還
俗
を
命
じ
、
仏
像
を
神
体
と
し
て
配
置
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
社
内
に
あ

る
仏
像
仏
具
は
除
去
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
全
国
各
地
で
は
廃
仏
毀
釈
運
動
が
展
開
し
た
。
そ
し
て
、

政
府
は
神
道
国
教
化
政
策
推
進
の
た
め
に
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
神
祇
官
の
中
に
宣
教
使
を
設

置
し
、
神
道
に
よ
る
教
化
に
本
格
的
に
乗
り
出
し
た
。
宣
教
使
の
設
置
は
ま
た
、
浦
上
村
な
ど
の
九

州
地
方
に
存
在
す
る
キ
リ
シ
タ
ン
が
信
仰
し
、
当
時
西
欧
列
強
の
宣
教
師
た
ち
が
布
教
し
始
め
た
邪

宗
門
キ
リ
ス
ト
教
の
日
本
国
内
蔓
延
を
阻
止
し
、
天
皇
を
中
心
と
す
る
祭
政
一
致
の
精
神
を
高
揚
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

長
崎
浦
上
村
で
は
明
治
元
年
に
キ
リ
シ
タ
ン
の
神
道
転
宗
・
教
化
を
目
的
と
し
て
皇
太
神
宮
が
創

建
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
浦
上
村
を
中
心
と
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
に
対
応
す
る
た
め
に
長
崎
県
氏
子
仮
規

則
を
定
め
て
実
施
し
た
。
ま
た
、
明
治
二
年
四
月
五
日
に
は
宗
門
人
別
帳
が
廃
止
さ
れ
、
日
本
国
民

は
寺
請
制
度
か
ら
解
放
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
か
わ
り
政
府
は
大
小
神
社
氏
子
取
調
令
を
出
し
て
、
氏

子
改
を
全
国
的
に
実
施
し
、
強
制
的
に
神
道
を
信
仰
さ
せ
よ
う
と
し
た
（
６
）

。

明
治
政
府
が
神
道
国
教
化
政
策
を
推
し
進
め
て
い
っ
た
大
き
な
目
的
は
、
天
皇
を
中
心
と
し
た
国

体
の
確
立
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
天
皇
中
心
の
国
体
の
成
立
実
現
の
た
め
に
江
戸
幕
府
か
ら
踏
襲
し

た
キ
リ
シ
タ
ン
禁
圧
政
策
を
政
府
は
利
用
し
た
の
で
あ
っ
た
。
長
崎
浦
上
村
を
中
心
と
し
た
キ
リ
シ

タ
ン
の
処
分
問
題
は
、
政
府
の
神
道
国
教
化
政
策
推
進
の
た
め
の
恰
好
の
口
実
と
な
っ
た
。

幕
末
期
の
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
に
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
解
除
の
直
接
的
契
機
と
な
る
事
件
が
発

生
し
た
。
そ
れ
は
浦
上
四
番
崩
れ
で
あ
る
。
こ
の
事
件
の
大
き
な
特
徴
は
、
浦
上
村
の
キ
リ
シ
タ
ン

が
信
仰
を
隠
匿
す
る
こ
と
な
く
、
公
然
と
表
明
し
た
こ
と
で
あ
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
が
禁
教
で
あ
る
信

仰
を
表
明
し
た
こ
と
は
国
家
・
社
会
に
大
き
く
影
響
し
た
。

事
件
の
始
ま
り
は
慶
応
三
年
三
月
に
浦
上
村
山
里
本
原
郷
の
三
八
が
、
母
親
た
か
の
葬
儀
を
檀
那

寺
聖
徳
寺
に
無
断
で
、
自
分
達
の
や
り
方
（
自
葬
）
で
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
（
７
）
。
そ
の
後
も
潜
伏
し
、

信
仰
を
隠
匿
し
て
い
た
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
親
族
が
死
去
す
る
と
次
々
に
自
葬
し
始
め
た
。
浦
上
村
の

キ
リ
シ
タ
ン
は
、
長
崎
の
外
国
人
居
留
地
に
建
設
さ
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
（
大
浦
天
主
堂
）
を
見

物
に
行
く
よ
う
に
な
り
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
二
月
二
十
日
に
は
大
浦
天
主
堂
に
派
遣
さ
れ
て

い
た
宣
教
師
プ
テ
ィ
ジ
ャ
ン
に
信
仰
を
告
白
し
、
そ
れ
は
「
キ
リ
シ
タ
ン
の
発
見
」、「
キ
リ
シ
タ
ン

の
復
活
」
と
称
さ
れ
た
（
８
）

。
キ
リ
シ
タ
ン
は
長
い
潜
伏
期
間
に
宣
教
師
の
到
来
を
待
ち
望
ん
で
い
た
の

で
あ
る
が
、
実
際
に
宣
教
師
と
接
触
す
る
こ
と
に
よ
り
信
仰
心
が
高
揚
し
、
信
仰
態
度
も
変
化
し
た

の
で
あ
っ
た
。

キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
態
度
が
変
化
し
た
こ
と
は
、
当
然
、
権
力
側
と
の
関
係
や
彼
ら
を
取
り
巻
く

村
社
会
と
の
関
係
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

権
力
側
（
幕
府
）
は
、
信
仰
を
隠
匿
し
て
い
た
段
階
で
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
は
あ
く
ま
で
も
信
仰
を

否
定
し
て
お
り
、
ま
た
、
信
仰
以
外
の
面
で
幕
藩
体
制
に
順
応
し
た
模
範
的
な
農
民
で
あ
っ
た
た
め

に
あ
え
て
摘
発
は
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
禁
制
で
あ
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
を
公
然
と
表
明
し
、

寺
請
を
拒
否
し
て
自
葬
を
行
う
な
ど
明
ら
か
に
幕
府
の
政
策
に
反
目
す
る
行
動
を
取
っ
た
た
め
、
彼

ら
の
行
為
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
召
捕
ら
え
た
上
で
、
彼
ら
の
行
動
と
信
仰
内
容
が

心
得
違
い
で
あ
る
こ
と
を
申
し
聞
か
せ
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
、
慶
応
三
年
六
月
に
キ
リ
シ
タ
ン
の

主
要
人
物
六
十
八
人
が
捕
縛
さ
れ
た
。
捕
ら
え
ら
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
は
拷
問
の
上
、
改
宗
を
迫

ら
れ
、
二
十
一
人
が
棄
教
を
表
明
し
た
（
９
）
。

こ
う
し
て
、
信
仰
表
明
し
た
浦
上
村
の
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
は
幕
府
に
よ
り
弾
圧
さ
れ
た
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
に
対
し
て
西
洋
列
強
の
公
使
は
内
政
干
渉
を
し
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
幕
府
役
人
に
よ
る

キ
リ
シ
タ
ン
捕
縛
を
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
対
す
る
弾
圧
行
為
と
見
な
し
て
猛
烈
に
抗
議
し
た
。
幕
府
は

公
使
に
対
し
て
、
入
牢
者
に
拷
問
を
行
わ
な
い
と
し
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
釈
放
も
約
束
し
た
。
し
か
し
、

同
時
に
大
浦
天
主
堂
の
宣
教
師
に
浦
上
村
の
キ
リ
シ
タ
ン
と
接
触
し
な
い
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
を

申
し
入
れ
た
。

幕
府
の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
政
策
を
踏
襲
し
た
明
治
政
府
は
浦
上
村
キ
リ
シ
タ
ン
総
流
罪
と
い
う
さ

ら
に
激
し
い
弾
圧
を
行
い
、
少
な
く
な
い
殉
教
者
も
出
た
。
し
か
し
、
西
洋
列
強
の
圧
力
と
流
罪
先

で
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
抵
抗
に
よ
り
、
対
処
を
迫
ら
れ
、
最
終
的
に
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
三
月
に

流
罪
先
の
キ
リ
シ
タ
ン
は
帰
村
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
直
前
の
二
月
二
十
四
日
に
は
キ
リ
シ
タ
ン
禁

制
の
高
札
は
撤
去
さ
れ
て
禁
教
は
解
除
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
の
高
札
が
撤
去
さ
れ
、
禁
教
が
解
除
さ
れ
る
と
、
キ
リ
シ
タ
ン
を
規
制
し
、
排

除
し
て
き
た
国
家
秩
序
か
ら
彼
ら
は
解
放
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
（
キ
リ
ス
ト
教
）
の
信

仰
は
一
定
程
度
自
由
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
キ
リ
シ
タ
ン
を
取
り
巻
く
村
社
会
・
地
域
社
会
か
ら
は

三
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自
由
に
は
な
れ
な
か
っ
た
。
明
治
政
府
に
よ
る
規
制
か
ら
解
放
さ
れ
、
公
然
と
信
仰
表
明
す
る
よ
う

に
な
っ
た
キ
リ
シ
タ
ン
を
村
社
会
は
却
っ
て
忌
避
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
禁
制
解
除
は
キ
リ
シ
タ
ン

集
落
内
部
に
影
響
を
与
え
、
村
社
会
の
あ
り
方
も
大
き
く
転
換
す
る
こ
と
と
な
る
。

明
治
政
府
が
王
政
復
古
と
祭
政
一
致
の
理
念
を
掲
げ
て
神
道
国
教
化
を
押
し
進
め
た
策
略
は
様
々

な
抵
抗
や
軋
轢
を
生
ん
で
挫
折
を
し
た
。
西
洋
を
模
範
と
す
る
近
代
国
家
の
内
実
を
整
え
て
い
く
た

め
に
は
、
政
教
分
離
の
確
立
や
信
教
の
自
由
の
保
障
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
意
見
も
出
て
き
た
の
で

あ
っ
た
。
維
新
政
府
の
神
道
国
教
化
政
策
は
軌
道
修
正
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
神

道
国
教
化
政
策
が
挫
折
し
、
政
教
分
離
や
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
を
含
む
信
教
の
自
由
が
国
家
レ
ベ
ル

で
論
議
さ
れ
始
め
、
キ
リ
シ
タ
ン
が
国
家
に
よ
る
規
制
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
く
中
で
、
キ
リ
シ
タ
ン

と
彼
ら
を
取
り
巻
く
村
社
会
・
地
域
社
会
の
間
で
信
仰
を
め
ぐ
る
問
題
は
惹
起
し
た
の
で
あ
っ
た
。

三　

キ
リ
シ
タ
ン
禁
教
解
除
と
キ
リ
シ
タ
ン
集
落

キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
の
高
札
が
撤
去
さ
れ
、
禁
教
が
解
除
さ
れ
て
か
ら
、
キ
リ
シ
タ
ン
集
落
内
部
は

ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。禁
教
解
除
が
キ
リ
シ
タ
ン
集
落
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
、

信
仰
を
め
ぐ
る
事
例
を
取
上
げ
、
以
下
に
検
討
す
る
。

１
　
禁
教
解
除
前
後
の
キ
リ
シ
タ
ン
集
落
の
状
況

次
に
あ
げ
る
事
例
は
禁
教
高
札
撤
去
後
の
長
崎
県
平
戸
地
区
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
を
め

ぐ
る
動
向
で
あ
る
。
平
戸
地
区
に
お
け
る
幕
末
・
維
新
期
の
キ
リ
ス
ト
教
布
教
は
、
浦
上
村
の
キ
リ

シ
タ
ン
が
信
仰
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
よ
う
と
平
戸
島
を
訪
れ
た
こ
と
に
始
ま
る（
（（
（

。
そ
し
て
、
禁

教
高
札
撤
去
目
前
の
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
頃
か
ら
キ
リ
シ
タ
ン
と
非
キ
リ
シ
タ
ン
の
間
の
確
執

が
表
面
化
し
、
信
仰
を
め
ぐ
る
問
題
が
発
生
し
た
。
そ
う
し
た
状
況
を
長
崎
県
令
は
憂
慮
し
、
太
政

官
大
内
史
に
そ
の
模
様
を
報
告
さ
せ
て
い
る
。

一
、
右
耶
蘇
宗
徒
者
管
内
所
々
ニ
散
布
致
シ
居
候
中
、
別
而
八
十
二
大
区
紐
指
村
ト
申
所
、
昨
壬

申
四　

月
已
来
、
双
方
確
執
甚
敷
、
度
々
論
争
も
引
起
シ
候
ニ
付
而
、
官
員
出
張
、
及
説
諭

候
得
共
、
固
ク
承
服
可
仕
様
モ
無
御
座
、
双
方
共
只
暫
之
取
鎮
メ
迄
致
置
候
処
、
当
春
ニ
至

リ
田
地
其
外
家
屋
等
之
儀
ニ
付
、
他
宗
ヨ
リ
様
々
難
題
申
懸
ケ
候
末
、
耶
蘇
宗
徒
ゟ
別
紙
之

通
申
出
候
、
併
一
ト
先
ツ
同
区
戸
長
限
ニ
而
取
鎮
メ
置
候
得
共
、
近
比
又
々
論
争
ニ
及
ヒ
、

双
方
共
闘
争
ニ
モ
至
リ
可
申
程
ニ
成
行
候
末
、
耶
蘇
徒
廿
四
五
人
県
庁
江
出
訴
候
ニ
付
、
当

時
官
員
出
張
之
旨
県
地
ヨ
リ
申
越
候
事
、

（
中
略
）

一
、
従
前
之
高
札
掲
示
最
早
人
々
熟
知
之
義
ニ
付
、
云
々
之
御
布
令
ニ
付
、
取
除
候
後
公
然
御
免

許
ト
相
心
得
候
模
様
ニ
而
、
願
書
抔
ニ
も
切
支
丹
宗
ニ
立
入
候
段
書
顕
シ
候
程
之
事
ニ
而
、

村
中
ニ
而
者
猶
更
相
憚
候
体
無
之
成
行
候
事（
（（
（

、　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
八
十
二
区（
（（
（

平
戸
紐
差
村
は
明
治
五
年
四
月
以
来
、
キ
リ
シ
タ
ン
と
非
キ
リ
シ
タ

ン
の
確
執
が
激
化
し
、
度
々
論
争
も
起
き
て
い
る
の
で
、
官
員
が
出
向
き
説
諭
し
た
が
納
得
し
な
か

っ
た
。
官
員
は
双
方
を
し
ば
ら
く
取
鎮
め
た
が
、
当
春
（
明
治
六
年
春
）
に
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
田
地

や
家
屋
の
こ
と
に
関
し
て
非
キ
リ
シ
タ
ン
か
ら
難
題
を
出
さ
れ
た
た
め
、
ひ
と
ま
ず
戸
長
が
取
鎮
め

た
が
、
近
頃
ま
た
論
争
と
な
り
、
闘
争
に
な
っ
た
た
め
、
キ
リ
シ
タ
ン
二
十
四
～
五
人
が
県
庁
に
出

訴
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
高
札
は
人
々
が
最
早
熟
知
し
て
い
る
た
め
、
布
令
に
よ
り
取
り
除
く
と
、

キ
リ
シ
タ
ン
宗
に
入
信
す
る
な
ど
と
書
き
表
し
、
村
内
で
は
な
お
遠
慮
な
い
状
態
で
あ
る
と
い
う
。

こ
こ
に
、
キ
リ
シ
タ
ン
集
落
平
戸
紐
差
村
に
お
け
る
状
況
の
様
子
が
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。
禁
教

高
札
が
撤
去
さ
れ
、
キ
リ
シ
タ
ン
が
信
仰
を
公
表
し
た
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
に
村
内
は
キ
リ
シ
タ
ン

と
非
キ
リ
シ
タ
ン
は
分
裂
し
た
の
で
あ
っ
た
。

２
　
村
行
事
の
拒
否

禁
教
か
ら
解
放
さ
れ
、
信
仰
を
表
明
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
は
自
分
た
ち
の
信
仰
以
外
を
拒
否
す
る
行

動
を
取
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
キ
リ
シ
タ
ン
の
動
き
は
村
社
会
で
は
問
題
と
な
る

の
で
あ
っ
た
。
次
に
あ
げ
る
事
例
は
平
戸
紐
差
村
・
宝
亀
村
に
お
い
て
キ
リ
シ
タ
ン
が
村
の
神
事
・

仏
事
を
拒
否
し
、
他
宗
（
非
キ
リ
シ
タ
ン
）
と
不
和
と
な
り
、
状
況
を
危
惧
し
た
長
崎
県
大
属
が
政

府
に
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。
記
録
は
禁
教
解
除
直
前
の
明
治
五
年
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
に

は
流
罪
と
な
っ
た
浦
上
村
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
帰
村
も
決
定
し
て
お
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
動
向
に
対
し

て
権
力
側
は
ほ
と
ん
ど
放
置
し
て
い
た
。
権
力
側
は
放
置
し
た
た
め
、
キ
リ
シ
タ
ン
は
信
仰
に
関
す

る
積
極
的
行
動
に
出
た
状
況
を
記
し
た
記
録
で
あ
る
。

平
戸
県
管
内
紐
差
村
・
宝
亀
村
ト
申
所
江
異
宗
之
徒
有
之
、
然
ニ
先
般
伊
勢
大
麻
御
頒
布
云
々
、

且
又
葬
祭
之
儀
ハ
神
官
・
僧
侶
ニ
頼
、
自
葬
祭
不
相
成
云
々
、
御
布
告
有
之
候
ニ
付
、
県
ニ
於
テ

四
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モ
小
前
末
々
迄
無
漏
及
布
達
候
処
、
右
異
宗
之
者
ハ
総
而
伊
勢
太
麻
拝
受
不
致
、
自
葬
祭
も
亦
勝

手
ニ
致
候
段
、
公
然
ト
戸
長
江
申
立
、
従
来
氏
神
ニ
雨
乞
・
虫
祈
祷
之
節
者
、
村
中
農
民
挙
而
祈

念
致
来
候
得
共
、
彼
宗
之
者
ハ
関
係
不
致
、
依
之
正
宗
之
者
自
然
ト
不
和
を
相
直マ
マ

シ
、
…
…（
（（
（

こ
れ
に
よ
る
と
、
平
戸
（
平
戸
県
）
紐
差
村
・
宝
亀
村
の
キ
リ
シ
タ
ン
（
異
宗
徒
）
は
、
頒
布
さ

れ
た
伊
勢
大
麻
を
拝
受
せ
ず
、
自
葬
祭
を
勝
手
に
行
う
と
戸
長
に
公
然
と
申
し
立
て
、
以
前
は
村
中

挙
げ
て
氏
神
に
雨
乞
い
・
虫
祈
祷
等
を
行
っ
て
き
た
が
、
異
宗
徒
（
キ
リ
シ
タ
ン
）
は
関
わ
ろ
う
と

し
な
か
っ
た
た
め
、
正
宗
（
非
キ
リ
シ
タ
ン
）
と
不
和
と
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
紐

差
村
・
宝
亀
村
の
戸
長
の
報
告
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

長
崎
県
下
第
八
十
二
大
区　
　
　
　

紐
差
村

宝
亀

村
民
よ
り
申
出
候
ヶ
条
大
畧

一
、
当
春
異
宗
ニ
立
入
候
砌
、
神
仏
并
祖
先
位
牌
焼
捨
候
事
、

一
、
最
近
神
仏
之
二
葬
ニ
限
、
自
葬
不
相
成
旨
、
先
般
御
布
告
之
趣
も
有
之
候
処
、
異
宗
之
者
ハ

自
葬
勝
手
ニ
可
致
旨
申
出
候
、

（
中
略
）

一
、
古
来
よ
り
割
田
ヲ
作
候
者
ハ
、
氏
神
を
初
、
其
外
村
中
神
仏
ニ
拘
リ
候
諸
入
費
、
何
レ
モ
身

分
相
応
之
出
納
仕
候
極
メ
ニ
御
座
候
へ
共
、
神
仏
ニ
拘
リ
諸
役
目
出
納
等
不
仕
候
、

（
中
略
）

一
、
田
方
植
付
後
、
虫
出
来
候
節
ハ
、
従
前
よ
り
社
寺
江
相
頼
、
虫
退
散
之
祈
祷
致
し
来
候
処
、

異
宗
之
者
一
切
関
係
不
致
候
ニ
付
、
諸
入
費
も
総
而
正
宗
之
者
而
巳
取
賄
候
事
、

一
、
旱
魃
之
節
ハ
村
中
挙
テ
雨
請
之
為
メ
社
参
、
又
ハ
雨
乞
祈
祷
致
来
候
処
、
異
宗
之
者
ハ
一
切

罷
出
不
申
候
事
、

（
中
略
）

一
、
此
度　

伊
勢
大
麻
拝
受
不
仕
旨
申
出
候
ニ
付
、
御
国
法
ニ
戻
候
段
説
諭
相
加
へ
候
得
共
、
如

何
様
ニ
天
理
ニ
背
キ
候
而
も
拝
受
不
仕
旨
申
出
候
事
、

　
　

右
之
次
第
ニ
而
、
第
一
国
法
ニ
背
キ
、
且
又
郷
約
ヲ
破
リ
候
ニ
付
、
是
迄
通
リ
互
ニ
相
親
睦
シ

交
際
致
兼
、
当
春
以
来
郷
掟
之
通
リ
取
計
可
申
段
村
役
場
へ
申
立
候
得
共
、
強
而
御
差
留
御
座

候
ニ
付
、
是
迄
穏
便
ニ
差
置
候
得
共
、
余
リ
御
処
置
御
延
引
相
成
候
間
、
血
気
若
者
抔
、
不
堪

憤
懣
、
憤
ヲ
発
シ
、
如
何
様
手
荒
之
所
業
ニ
押
移
候
茂
難
計
、
甚
タ
大
切
至
極
奉
存
候
、
前
文

申
上
候
通
、
最
早
此
後
ニ
及
候
而
者
、
正
宗
之
者
説
諭
出
来
仕
候
見
込
、
更
ニ
無
御
座
候（
（（
（

、

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
異
宗
（
キ
リ
シ
タ
ン
）
に
入
信
し
た
者
は
神
仏
や
先
祖
の
位
牌
を
焼
き
捨
て
、

自
葬
を
勝
手
に
行
い
、
神
仏
に
関
わ
る
村
の
諸
役
へ
の
出
納
を
せ
ず
、
こ
れ
ま
で
村
中
挙
げ
て
行
っ

て
き
た
虫
払
い
や
雨
乞
い
の
祈
祷
も
一
切
せ
ず
、
こ
の
頃
に
頒
布
さ
れ
た
伊
勢
大
麻
も
拝
受
し
な
か

っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
こ
の
よ
う
な
行
動
は
国
法
に
背
く
こ
と
で
あ
り
、
郷
約
を

破
る
こ
と
で
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
通
り
親
睦
し
て
付
合
う
こ
と
は
で
き
な
く
な
り
、（
村
民
は
）

村
役
場
へ
申
立
て
を
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
処
置
は
穏
便
に
行
わ
れ
て
い
た
た
め
、
血
気
の
若
者

な
ど
は
手
荒
な
手
段
に
移
し
そ
う
な
事
態
で
あ
る
と
い
う
。

そ
し
て
、
同
じ
記
録
に
は
次
の
よ
う
な
状
況
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

一
、
是
迄
家
頼
母
（
子
脱
カ
）
講
ト
唱
、
譬
ハ
三
十
軒
之
所
ハ
、
夫
ヲ
一
組
ニ
シ
テ
操
廻
シ
、
助
力

ヲ
以
茅
縄
等
持
寄
、
屋
根
葺
替
等
仕
来
候
得
共
、
異
宗
ニ
立
入
候
者
ハ
、
萬
事
引
離
候
ニ
付（
（（
（

、

　
平
戸
紐
差
村
で
は
こ
れ
ま
で
頼
母
子
講
を
組
み
、
茅
や
縄
等
を
持
ち
寄
り
、
屋
根
の
葺
き
替
え
な

ど
を
行
い
助
力
し
て
き
た
が
、
異
宗
（
キ
リ
シ
タ
ン
）
に
入
信
し
た
者
は
離
れ
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
信
仰
面
に
関
し
て
自
分
た
ち
の
信
仰
以
外
の
も
の
を
排
除
し
、
村

社
会
の
役
割
に
も
関
係
す
る
信
仰
行
事
も
拒
否
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
禁
制
下
で
信
仰

を
隠
匿
し
て
い
た
段
階
で
は
キ
リ
シ
タ
ン
と
非
キ
リ
シ
タ
ン
が
一
体
化
し
て
村
社
会
を
運
営
し
て
い

た
の
で
あ
っ
た
が
、
禁
教
解
除
と
な
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
が
信
仰
表
明
し
て
か
ら
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
・

非
キ
リ
シ
タ
ン
の
確
執
が
表
面
化
し
、
村
内
分
裂
へ
と
変
化
し
た
の
で
あ
っ
た
。

雨
乞
い
な
ど
の
習
俗
的
信
仰
行
事
は
、
浦
上
三
番
崩
れ
の
調
書
で
、
惣
頭
吉
蔵
の
証
言
内
容
に
毎

年
四
季
土
用
中
に
一
度
ず
つ
「
五
穀
豊
穣
、
国
土
安
全
報
恩
の
祭
事
、
雨
乞
并
流
行
の
悪
病
除（
（（
（

」
を

浦
上
村
キ
リ
シ
タ
ン
が
行
っ
て
い
た
と
あ
り
、
禁
制
下
で
は
雨
乞
い
祈
祷
な
ど
の
習
俗
的
信
仰
行
事

を
行
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
、
禁
教
解
除
と
な
り
信
仰
表
明
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
信
仰

行
事
を
キ
リ
シ
タ
ン
は
排
除
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
伊
勢
大
麻
は
神
道
国
教
化
政
策
の
一
環
と
し
て
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
十
二
月
に
神
祇
省

か
ら
の
布
達
に
よ
り
、
府
県
庁
か
ら
戸
長
を
通
じ
て
各
家
に
頒
布
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
に

五



114

大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集　

第
三
十
六
号

は
各
地
で
軋
轢
が
発
生
し
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
も
伊
勢
大
麻
頒
布
に
は
抵
抗
し
た
の
で
あ
ろ
う（
（（
（

。

３
　
宗
門
改
制
度
廃
止
後
の
キ
リ
シ
タ
ン
―
近
代
戸
籍
制
度
へ
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
対
応

キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
高
札
撤
去
は
前
述
し
た
通
り
、
権
力
に
よ
る
宗
教
政
策
上
の
近
世
か
ら
近
代
へ

の
時
代
の
転
換
を
意
味
し
た
。
禁
教
高
札
が
撤
去
さ
れ
た
明
治
初
期
に
は
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
に
関
連

し
た
諸
制
度
も
廃
止
と
な
っ
た
。
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
は
宗
門
人
別
改
帳
に
代
わ
り
戸
籍
法

が
施
行
さ
れ
、
宗
門
改
制
度
は
崩
壊
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
法
的
に
廃
止
と
な
っ
た
も
の
の
、
伝
統
的
な
村
社
会
・
地
域
社
会
で
は
近
世
期
に
定
着

し
た
寺
請
は
慣
例
と
し
て
根
強
く
残
っ
た
。
そ
し
て
、
新
し
く
導
入
さ
れ
た
戸
籍
に
も
宗
門
人
別
帳

の
性
質
は
残
り
、
寺
院
・
氏
神
の
記
載
が
あ
っ
た
。
次
に
あ
げ
る
事
例
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
集
落
で
あ

る
佐
賀
県
馬
渡
島
で
明
治
七
年
、
キ
リ
シ
タ
ン
が
戸
籍
の
氏
神
・
寺
院
の
記
載
を
し
な
か
っ
た
こ
と

で
問
題
と
な
っ
た
記
録
で
あ
る
。

第
卅
大
区
一
小
区
馬
渡
島

千
三
百
十
八
番
屋
敷
、
農

牧
山
源
吉
ヨ
リ

千
三
百
四
十
六
番
屋
敷
、
農

山
本
仁
作
マ
デ

合
二
十
九
戸

右
之
者
共
切
支
丹
宗
徒
ニ
付
、
氏
神
及
ヒ
帰
依
寺
無
之
旨
、
戸
籍
帳
へ
附
紙
ヲ
以
差
出
候
処
、

同
宗
之　

儀
ハ
元
来
御
国
禁
ニ
有
之
、
兼
テ
一
般
熟
知
之
処
、
前
件
之
次
第
如
何
之
譯
ヤ
、
其

顛
末
委
詳
取
調
、
来
ル
廿
五
日
限
可
届
出
事
、

明
治
七
年
十
月
十
日　
　
　

長
官
御
名

右
区

正
副
区
長（
（（
（

　
牧
山
源
吉
ら
二
十
九
戸
の
者
は
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
る
た
め
に
、
戸
籍
帳
へ
氏
神
（
神
社
）
と
帰
依

寺
（
檀
那
寺
）
を
記
さ
な
か
っ
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
宗
は
元
々
国
禁
で
あ
る
た
め
、
そ
の
詳
細
を
取
り

調
べ
て
、
十
月
二
十
五
日
ま
で
に
届
け
出
る
よ
う
に
長
官
の
名
で
県
は
正
副
区
長
に
命
じ
て
い
る
。

ま
た
同
じ
頃
に
戸
籍
帳
を
も
と
に
行
わ
れ
た
徴
兵
調
べ
の
際
に
氏
神
・
寺
院
の
記
載
が
な
く
、
キ
リ

シ
タ
ン
宗
と
の
み
記
載
さ
れ
、
そ
の
始
末
を
取
り
調
べ
る
よ
う
に
県
庁
筆
生
の
前
田
武
蔵
が
副
区
長

に
命
じ
て
い
る（
（（
（

。

こ
の
よ
う
に
禁
制
か
ら
解
放
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
は
戸
籍
上
で
も
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
る
こ
と
を
主

張
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た（
（（
（

。

４
　
復
活
キ
リ
シ
タ
ン
（
カ
ト
リ
ッ
ク
入
信
者
）
と
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン

禁
教
解
除
の
影
響
は
キ
リ
シ
タ
ン
内
部
に
も
及
ん
だ
。キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
が
解
除
さ
れ
た
こ
と
は
、

キ
リ
シ
タ
ン
自
身
に
対
し
て
も
信
仰
に
関
す
る
影
響
を
与
え
た
。
禁
教
が
解
除
と
な
り
公
然
と
信
仰

表
明
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
念
願
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
急
速
な
信
仰

を
め
ぐ
る
状
況
変
化
に
戸
惑
う
キ
リ
シ
タ
ン
が
現
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
内
部

に
お
い
て
も
信
仰
を
め
ぐ
る
軋
轢
や
確
執
が
生
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
入
信
を
拒
ん
だ
キ

リ
シ
タ
ン
は
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
と
称
さ
れ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
な
っ
た
キ
リ
シ
タ
ン
は
復
活
キ

リ
シ
タ
ン
と
称
さ
れ
る
。
こ
こ
で
、
キ
リ
シ
タ
ン
内
部
で
信
仰
を
め
ぐ
り
そ
の
よ
う
に
分
派
し
た
時

代
的
背
景
を
考
察
す
る
。

禁
教
解
除
後
の
キ
リ
シ
タ
ン
集
落
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
入
信
者
の
割
合
は
様
々
で
あ
っ
た
。
ほ

と
ん
ど
が
カ
ト
リ
ッ
ク
に
入
信
し
た
集
落
も
存
在
し
、
ほ
と
ん
ど
が
入
信
し
な
か
っ
た
集
落
も
存
在

し
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
の
中
に
は
集
落
の
状
況
に
合
わ
せ
て
カ
ト
リ
ッ
ク
に
入
信
し
た
者
や
、
反
対
に

カ
ト
リ
ッ
ク
入
信
を
拒
ん
だ
者
も
存
在
し
た
。
そ
の
た
め
、
キ
リ
シ
タ
ン
内
部
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク

入
信
を
め
ぐ
る
問
題
も
発
生
し
た
。
ほ
ぼ
全
村
民
が
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
生
月
で
は
カ
ト
リ
ッ

ク
入
信
者
に
制
裁
が
加
え
ら
れ
た
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
。
生
月
は
、
布
教
が
遅
れ
て
開
始
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
に
入
信
す
る
者
は
ほ
と
ん
ど
現
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
明
治
十
二
年

（
一
八
七
八
）
に
二
十
二
名
が
「
長
崎
天
主
堂
切
支
丹
宗
」
に
転
宗
す
る
と
長
崎
県
庁
に
届
け
出
た

と
こ
ろ
、
飲
用
水
の
差
し
止
め
、
親
族
出
入
り
禁
止
、
婚
娶
の
禁
止
、
屋
根
葺
き
替
え
の
禁
止
等
の

十
二
ヶ
条
を
「
絶
交
の
ヶ
条
」
と
し
て
村
民
か
ら
言
い
渡
さ
れ
た
。
そ
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
入
信
者
は
、

日
々
の
生
活
も
で
き
な
く
な
る
ほ
ど
困
り
果
て
、
平
戸
警
察
に
訴
え
出
た
の
で
あ
っ
た（
（（
（

。
こ
の
よ
う

な
事
件
が
起
き
た
こ
と
も
あ
り
、
生
月
で
は
世
間
体
を
気
に
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
入
信
を
拒
む
者
も
現
れ

た
。
こ
の
よ
う
な
事
件
が
起
き
た
こ
と
は
、
禁
教
解
除
後
生
月
で
大
部
分
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
カ
ト
リ
ッ

ク
入
信
を
拒
ん
だ
理
由
の
一
つ
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
長
崎
市
郊
外
の
伊
王
島
に
あ
る
馬
込
と
い
う
キ
リ
シ
タ
ン
集
落
で
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
入
信

を
拒
ん
だ
キ
リ
シ
タ
ン
が
カ
ト
リ
ッ
ク
か
仏
教
の
ど
ち
ら
か
に
入
信
す
る
こ
と
を
迫
ら
れ
、
最
終
的

六
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に
カ
ト
リ
ッ
ク
に
入
信
す
る
と
い
う
出
来
事
が
あ
り
、
そ
の
時
に
布
教
し
た
宣
教
師
が
そ
の
模
様
を

報
告
し
て
い
る
。

…
…
「
離
れ
」
で
あ
る
二
〇
の
家
族
の
立
場
は
面
倒
な
こ
と
に
な
っ
た
。
宣
教
師
を
呼
ぶ
に
は
決

心
が
つ
か
な
い
。
さ
り
と
て
、
僧
侶
を
呼
ぶ
の
は
い
や
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
人
々
は
結
局
、

祖
先
か
ら
の
伝
統
を
大
切
に
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
す
る
こ

と
に
決
め
、
自
分
た
ち
の
手
で
死
者
を
埋
葬
す
る
こ
と
に
し
た
。

し
か
し
、
村
長
は
そ
う
は
考
え
な
い
。
彼
は
僧
侶
か
宣
教
師
か
、
そ
の
い
ず
れ
か
を
選
べ
と
命
じ

る
。
さ
ん
ざ
ん
逃
げ
口
上
を
使
っ
た
あ
げ
く
の
は
て
、
彼
ら
は
自
分
た
ち
に
は
逃
げ
道
が
な
く
、
村

長
は
絶
対
に
譲
歩
し
な
い
と
見
て
取
っ
て
、
我
々
の
同
僚
を
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。
…
…（
（（
（

馬
込
の
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
禁
教
解
除
と
な
り
信
仰
が
自
由
に
な
る
と
、
カ
ト
リ
ッ
ク
で
も
な
く
、

仏
教
徒
で
も
な
い
状
態
で
は
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
か
仏
教
か
信
仰
の
選

択
を
迫
ま
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、却
っ
て
自
由
で
な
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。馬
込
で
は
以
後「
離
れ
」

（
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
）
は
消
滅
し
、
キ
リ
シ
タ
ン
は
全
員
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
な
っ
た
が
、
そ
の

背
景
に
は
こ
の
よ
う
な
出
来
事
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
禁
教
解
除
後
の
信
仰
を
め
ぐ
る
問
題
は
キ
リ
シ
タ
ン
内
部
で
も
発
生
し
、
キ
リ
シ
タ

ン
内
部
で
は
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
と
復
活
キ
リ
シ
タ
ン
に
分
派
し
た
集
落
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
キ

リ
シ
タ
ン
の
カ
ト
リ
ッ
ク
入
信
は
、
集
落
内
部
の
状
況
に
関
係
し
た
の
で
あ
っ
た（
（（
（

。

お
わ
り
に

以
上
、
見
て
き
た
よ
う
に
明
治
政
府
が
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
を
解
除
し
た
こ
と
に
よ
り
キ
リ
シ
タ
ン

は
国
家
に
よ
る
規
制
か
ら
は
解
放
さ
れ
た
。
禁
教
解
除
以
降
、
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
規
制
が
残
り
つ
つ

も
、
キ
リ
シ
タ
ン
は
信
仰
面
に
お
い
て
一
定
程
度
自
由
に
な
っ
た（
（（
（

。
し
か
し
、
規
制
か
ら
開
放
さ
れ

た
こ
と
で
信
仰
態
度
を
変
化
さ
せ
、
信
仰
表
明
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
を
村
社
会
は
却
っ
て
忌
避
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
禁
教
解
除
は
キ
リ
シ
タ
ン
集
落
の
あ
り
方
を
変
化
さ
せ
、
キ
リ
シ
タ
ン
と
非
キ
リ
シ

タ
ン
の
確
執
を
表
面
化
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
内
部
に
お
い
て
も
カ
ト
リ

ッ
ク
入
信
を
め
ぐ
り
様
々
な
問
題
も
起
こ
っ
た
。
明
治
政
府
が
禁
制
を
解
除
し
た
こ
と
で
こ
の
よ
う

に
キ
リ
シ
タ
ン
集
落
や
キ
リ
シ
タ
ン
内
部
で
状
況
が
変
化
し
た
の
で
あ
る
。

禁
制
下
で
信
仰
を
隠
匿
し
て
い
た
段
階
の
キ
リ
シ
タ
ン
は
村
落
を
生
活
基
盤
と
し
て
、
非
キ
リ
シ

タ
ン
と
村
社
会
を
運
営
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
禁
教
が
解
除
さ
れ
る
と
信
仰
を
生
活
基
盤
と
す
る

よ
う
に
な
り
、
村
社
会
に
お
い
て
非
キ
リ
シ
タ
ン
と
分
裂
状
態
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
禁
教
解
除
後

に
村
社
会
・
地
域
社
会
で
は
キ
リ
シ
タ
ン
を
忌
避
す
る
動
き
が
活
発
に
な
り
、
分
裂
は
激
化
し
て
い

く
こ
と
に
な
っ
た
。
禁
教
解
除
は
キ
リ
シ
タ
ン
を
排
除
し
て
い
た
国
家
秩
序
か
ら
彼
ら
を
解
放
さ
せ

た
一
方
で
、
キ
リ
シ
タ
ン
集
落
内
部
に
お
い
て
信
仰
を
め
ぐ
る
軋
轢
や
問
題
を
生
じ
さ
せ
た
。
キ
リ

シ
タ
ン
は
禁
教
解
除
に
よ
り
新
た
な
秩
序
形
成
の
模
索
を
開
始
す
る
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
禁
教
解
除
に
よ
る
キ
リ
シ
タ
ン
集
落
内
部
に
お
け
る
変
化
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
を
め
ぐ

る
近
世
か
ら
近
代
へ
の
転
換
を
意
味
し
て
い
る
と
言
え
る
。そ
れ
は
国
家
に
よ
る
規
制
か
ら
村
社
会
・

地
域
社
会
内
部
の
せ
め
ぎ
あ
い
へ
の
変
化
と
定
義
で
き
る
の
で
あ
る（
（（
（

。

註
（1）
当
該
期
の
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
は
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
。
著
名
な
も
の
は
姉
崎
正
治
『
切
支

丹
禁
制
の
終
末
』
同
文
館
、
一
九
二
六
年
、
浦
川
和
三
郎
『
切
支
丹
の
復
活
』
前
篇
・
後
編
、

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
刊
行
会
（
一
九
七
九
年
に
国
書
刊
行
会
よ
り
改
訂
版
発
行
）、戸
谷
敏
之
『
切

支
丹
農
民
の
経
済
生
活
―
―
肥
前
国
彼
杵
郡
浦
上
村
山
里
の
研
究
』
伊
藤
書
店
、一
九
四
三
年
、

片
岡
弥
吉
『
浦
上
四
番
崩
れ
―
―
明
治
政
府
の
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
』
筑
摩
書
房
、
一
九
六
三
年

等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
主
に
当
該
期
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
動
向
を
紹
介

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
近
年
に
お
け
る
当
該
期
の
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
は
主
に
外
交
問
題
の
経
過

や
権
力
側
の
宗
教
政
策
の
過
程
か
ら
詳
細
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
主
な
も
の
は
、
鈴
木
裕

子
「
明
治
政
府
の
キ
リ
ス
ト
教
政
策
―
―
高
札
撤
去
に
至
る
迄
の
政
治
的
過
程
―
―
」『
史
学

雑
誌
』
八
六
―
二
、一
九
七
七
年
、
安
丸
良
夫
「
近
代
転
換
期
に
お
け
る
宗
教
と
国
家
」
安
丸

良
夫
・
宮
地
正
人
編
『
日
本
近
代
思
想
大
系
５　

宗
教
と
国
家
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
、

三
好
祥
子
「
明
治
初
期
の
キ
リ
ス
ト
教
政
策
の
転
換
に
関
す
る
一
考
察
」『
お
茶
の
水
史
学
』

三
五
、一
九
九
二
年
、家
近
良
樹
『
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
露
顕
事
件
』
吉
川
弘
文
館
、一
九
九
八
年
、

鈴
江
英
一
「
切
支
丹
禁
制
高
札
撤
去
後
の
禁
教
政
策
」『
キ
リ
ス
ト
教
史
学
』
五
三
、一
九
九
九

年
、
同
『
キ
リ
ス
ト
教
解
禁
以
前
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
、
同
「
切
支
丹
禁
制
高
札
撤
去

布
告
後
の
禁
教
政
策
・
追
論
」『
キ
リ
ス
ト
教
史
学
』
六
〇
、二
〇
〇
六
年
、
山
崎
渾
子
『
岩
倉

使
節
団
に
お
け
る
宗
教
問
題
』
思
文
閣
、
二
〇
〇
六
年
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
キ
リ

シ
タ
ン
が
信
仰
を
表
明
し
て
か
ら
ど
の
よ
う
な
動
向
を
示
し
、
村
社
会
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な

七
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問
題
が
起
き
た
の
か
、
と
い
う
問
題
に
関
し
て
は
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
信
仰
表
明
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
研
究
で
も
な
い
わ
け
で
は

な
か
っ
た
が
、
宣
教
師
の
指
導
を
受
け
た
様
子
な
ど
の
信
仰
活
動
に
関
わ
る
こ
と
や
、
権
力
側

の
弾
圧
に
抵
抗
し
た
強
靭
な
信
仰
心
に
目
が
向
け
ら
れ
、
キ
リ
シ
タ
ン
を
取
り
巻
く
村
社
会
内

部
の
動
向
に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
触
れ
ら
れ
て
な
く
、見
落
と
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

当
該
期
に
お
け
る
村
社
会
と
キ
リ
シ
タ
ン
の
関
係
に
つ
い
て
の
研
究
に
、
中
村
博
武
「
浦
上
四

番
崩
れ
に
お
け
る
宣
教
師
の
論
理
」『
宣
教
と
受
容
―
―
明
治
期
キ
リ
ス
ト
教
の
基
礎
的
研
究
』

思
文
閣
、
二
〇
〇
〇
年
、
大
橋
幸
泰
「
キ
リ
シ
タ
ン
民
衆
の
転
回
と
禁
教
高
札
撤
去
」『
キ
リ

シ
タ
ン
民
衆
史
の
研
究
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
一
年
、
が
あ
る
が
、
二
つ
の
研
究
は
浦
上
四

番
崩
れ
を
対
象
と
し
て
お
り
、
禁
教
解
除
後
の
キ
リ
シ
タ
ン
と
村
社
会
の
関
係
に
つ
い
て
は
そ

れ
ほ
ど
触
れ
ら
れ
て
な
い
。
大
橋
幸
泰
は
展
望
す
る
形
で
終
え
て
い
る
。

　

本
論
文
で
は
以
上
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
特
に
禁
教
解
除
後
の
キ
リ
シ
タ
ン
と
村
社
会
の
関
係

に
つ
い
て
分
析
し
た
。

（2）
「
明
暦
年
中
郡
村
邪
宗
発
起
始
末
之
事
」（
見
聞
集
三
十
九
）『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
一
八

　

民
間
宗
教
』
三
一
書
房
、一
九
七
二
年
（
以
下
『
史
料
集
成
』
と
略
す
。）
七
二
六
～
七
二
七
頁
。

（3）
浦
川
和
三
郎
『
切
支
丹
の
復
活
』
前
編
、
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
刊
行
会
、
一
九
二
七
年
、
二
六
三

～
二
七
〇
頁
、
片
岡
弥
吉
『
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
―
―
歴
史
と
民
俗
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、

一
九
六
七
年
、
二
二
七
頁
～
二
三
一
頁
、
同
『
日
本
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
史
』
時
事
通
信
社
、

一
九
七
九
年
、
五
四
二
～
五
四
八
頁
、
大
橋
幸
泰
『
キ
リ
シ
タ
ン
民
衆
史
の
研
究
』
岩
田
書
院
、

一
八
二
～
一
八
四
頁
、
参
照
。

（4）
『
天
草
古
切
支
丹
資
料
』
一
～
三
、九
州
史
料
刊
行
会
、
一
九
五
九
年
、
古
野
清
人
『
隠
れ
キ

リ
シ
タ
ン
』
至
文
堂
、
一
九
六
六
年
、
四
五
頁
～
八
七
頁
、
参
照
。

（5）
片
岡
弥
吉
『
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
史
』
五
四
七
頁
、
大
橋
幸
泰
『
キ
リ
シ
タ
ン
民
衆
史
の
研
究
』

一
五
〇
か
ら
一
五
一
頁
、「
肥
前
国
浦
上
村
百
姓
共
異
宗
信
仰
い
た
し
候
一
件
御
仕
置
奉
伺
候

書
付
」『
史
料
集
成
』
八
三
三
～
八
四
六
頁
、
参
照
。
な
お
、
浦
上
三
番
崩
れ
の
前
に
、
浦
上

二
番
崩
れ
が
天
保
十
三
年
（
一
八
四
三
）
に
起
き
て
い
る
が
、
こ
の
事
件
に
関
し
て
は
、
直
接

的
史
料
が
な
く
、
伝
承
に
よ
り
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
事
件
の
内
容
は
今
で
も
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
な
い
。

（6）
『
日
本
近
代
思
想
大
系
５　

宗
教
と
国
家
』
四
四
〇
～
四
四
一
頁
参
照
。

（7）
「
浦
上
村
山
里
本
原
郷
百
姓
三
八
儀
、
母
た
か
病
死
仕
候
を
旦
那
寺
聖
徳
寺
江
不
拘
埋
葬
仕
候

一
件
差
出
の
儀
申
上
候
書
付
」『
史
料
集
成
』
八
五
七
～
八
五
八
頁
。

（8）
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
が
浦
上
村
の
キ
リ
シ
タ
ン
と
遭
遇
し
た
出
来
事
は
、
当
時
長
崎
港
の
大
浦

天
主
堂
に
着
任
し
て
い
た
宣
教
師
プ
テ
ィ
ジ
ャ
ン
が
書
き
記
し
た
、
純
心
短
期
大
学
・
長
崎
地

方
文
化
研
究
所
編
『
プ
チ
ジ
ャ
ン
司
教
書
簡
集
』
純
心
短
期
大
学
、
一
九
八
六
年
、
に
や
や
詳

し
く
記
録
さ
れ
て
い
る
。

（9）
浦
上
四
番
崩
れ
の
幕
末
期
に
お
け
る
動
向
に
関
し
て
は
『
幕
末
維
新
外
交
史
料
集
成
』
二
巻
、

財
政
経
済
学
会
、
一
九
四
三
年
、
三
～
一
三
〇
頁
、
に
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

（10）
浦
上
四
番
崩
れ
が
起
こ
っ
た
時
の
浦
上
村
の
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
浦
上
村
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、

場
所
を
越
え
て
、
五
島
や
出
津
な
ど
に
も
信
仰
を
広
め
、
広
域
的
に
組
織
化
し
よ
う
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
形
成
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
動
き
を
幕
府
・
明
治
政
府
も
把
握
し
て
い
た
。

平
戸
の
キ
リ
シ
タ
ン
も
浦
上
村
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
そ
の
よ
う
な
活
動
の
影
響
を
受
け
た
よ
う
で

あ
る
。

（11）
国
立
公
文
書
館
蔵
「
耶
蘇
教
ニ
関
ス
ル
書
類
」
請
求
番
号
、
本
館2A-035-01

・
記00402100

。

（12）
こ
れ
は
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
施
行
さ
れ
た
大
区
・
小
区
制
に
よ
る
平
戸
の
区
画
で
あ
る
。

（
明
治
五
年
）
二
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
時
に
長
崎
県
下
は
、
九
十
一
大
区
六
百
三
十
一
小
区

に
分
画
さ
れ
、
そ
の
後
、
合
併
さ
れ
削
減
さ
れ
た
。

（13）
国
立
公
文
書
館
蔵
「
長
崎
県
下
旧
平
戸
県
紐
差
村
・
宝
亀
村
異
宗
徒
処
分
方
」
請
求
番
号　

本

館2A-001-00

・
別00002100

。

（14）
同
右
。

（15）
同
右
。

（16）
「
肥
前
国
浦
上
村
百
姓
共
異
宗
信
仰
い
た
し
候
一
件
御
仕
置
奉
伺
候
書
付
」『
史
料
集
成
』

八
三
五
頁
。
浦
上
村
で
は
、禁
制
下
に
キ
リ
シ
タ
ン
と
非
キ
リ
シ
タ
ン
の
村
民
が
一
丸
と
な
り
、

こ
の
よ
う
な
習
俗
的
な
信
仰
行
事
を
行
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（17）
伊
勢
大
麻
を
め
ぐ
る
問
題
に
関
し
て
は
『
日
本
近
代
思
想
大
系
５　

宗
教
と
国
家
』
一
八
四
～

一
九
三
頁
に
お
い
て
各
地
の
事
例
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
仏
教
関
係
で
は
、
真
宗
門
徒
か
各
地

で
大
麻
を
忌
避
す
る
動
き
が
見
ら
れ
た
た
め
、
東
本
願
寺
が
大
麻
頒
布
を
王
法
と
し
て
拝
受
す

る
よ
う
に
門
徒
に
布
達
し
て
い
る
。
同
書
二
二
九
～
二
三
〇
頁
参
照
。
し
か
し
、
キ
リ
シ
タ
ン

は
、
記
録
に
あ
る
よ
う
に
、
一
貫
し
て
頒
布
を
拒
否
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（18）
佐
賀
県
立
図
書
館
蔵
「
明
治
七
年
中
戸
籍
編
成
禄
」
請
求
番
号　

県
十
七
―
十
四
。

（19）
同
右
。

八
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（20）
こ
の
頃
は
、
例
え
ば
、『
切
支
丹
の
復
活
』
後
編
、
七
七
五
～
七
八
九
頁
に
は
、
天
草
地
方
に

お
い
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
自
葬
を
め
ぐ
り
裁
判
事
件
が
起
き
、
最
終
的
に
伝
道
師
を
教
導
職
と

み
な
し
、
伝
道
師
が
葬
儀
を
行
う
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
信
仰
の
自
由
を
め
ぐ
る
問
題
は
禁

教
解
除
後
に
地
域
社
会
内
部
で
し
ば
し
ば
起
こ
っ
た
。

（21）
『
切
支
丹
の
復
活
』
後
編
、
七
八
九
～
七
九
八
頁
。

（22）
松
村
菅
和
・
女
子
カ
ル
メ
ル
修
道
会
『
パ
リ
外
国
宣
教
会
年
次
報
告
１
』
聖
母
の
騎
士
社
、

一
九
九
六
年
、
一
〇
三
頁
（
一
八
八
四
年
年
次
報
告
）。

（23）
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
と
は
、
禁
教
解
除
後
に
宣
教
師
た
ち
が
強
く
働
き
か
け
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
カ
ト
リ
ッ
ク
に
入
信
せ
ず
、
仏
教
、
神
道
、
民
俗
信
仰
等
と
習
合
し
た
潜
伏
時
代
の
信
仰

形
態
を
保
持
し
た
集
団
を
い
う
。
生
月
や
平
戸
の
根
獅
子
で
は
、
ほ
と
ん
ど
が
カ
ク
レ
キ
リ
シ

タ
ン
と
な
っ
た
。
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
と
な
っ
た
主
な
理
由
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
が
自
分
た
ち
の

信
仰
と
か
け
離
れ
て
入
信
に
違
和
感
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
に
入
信
し
た
こ

と
で
村
社
会
か
ら
制
裁
を
受
け
る
な
ど
し
た
た
め
、
世
間
体
を
気
に
し
て
入
信
で
き
ず
、
結
果

的
に
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
者
も
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
キ
リ
シ

タ
ン
内
部
で
軋
轢
や
確
執
が
生
じ
た
こ
と
は
、
信
仰
の
自
由
が
も
た
ら
し
た
矛
盾
で
あ
ろ
う
。

（24）
当
該
期
に
は
、
例
え
ば
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
は
日
蓮
宗
不
受
不
施
派
の
再
興
が
許
可
さ

れ
る
な
ど
、
幕
藩
体
制
下
で
禁
制
と
さ
れ
た
信
仰
が
解
放
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
宗

教
が
完
全
に
自
由
で
は
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
当
該
期
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
関
し
て
は
、
例
え
ば
鈴
江
英
一
氏
は
、『
キ
リ
ス
ト
教

解
禁
以
前
―
―
切
支
丹
禁
制
高
札
撤
去
後
の
史
料
論
―
―
』
等
に
お
い
て
、
禁
教
高
札
の
撤
去

に
は
キ
リ
ス
ト
教
黙
許
の
意
図
は
な
か
っ
た
、
と
し
て
い
る
。
禁
教
高
札
撤
去
は
法
令
改
革
の

一
つ
で
あ
り
、
明
治
政
府
の
方
針
は
一
貫
し
て
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
の
継
続
で
あ
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
、
禁
教
高
札
の
撤
去
と
と
も
に
流
罪
と
な
っ
て
い
た
浦
上
村
の
キ
リ
シ
タ
ン
は
解
放
と

な
っ
て
い
る
し
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
界
も
禁
教
高
札
撤
去
を
契
機
に
本
格
的
に
布
教
活
動
を
開

始
し
て
い
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
の
継
続
の
意
図
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
キ

リ
ス
ト
教
界
の
動
き
に
明
治
政
府
は
キ
リ
ス
ト
教
を
黙
許
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
と
い
え
よ

う
。
そ
の
た
め
、
拙
者
は
禁
教
高
札
撤
去
を
禁
教
解
除
と
考
え
る
。

（25）
例
え
ば
牧
原
憲
夫
氏
は
『
客
分
と
国
民
の
あ
い
だ
―
―
近
代
民
衆
の
政
治
意
識
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
八
年
、
に
お
い
て
国
民
国
家
の
基
本
的
特
徴
は
あ
く
ま
で
も
プ
ロ
セ
ス
に
あ
り
、
せ

め
ぎ
あ
い
の
場
を
生
き
る
こ
と
が
、
近
代
社
会
に
課
せ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
安
丸
良
夫
氏
は
『
神
々
の
明
治
維
新
―
―
神
仏
分
離
と
明
治
維
新
―
―
』
岩
波
新
書
、

一
九
七
九
年
、
に
お
い
て
神
仏
分
離
か
ら
国
家
神
道
成
立
の
過
程
を
、
国
家
と
民
俗
の
対
抗
関

係
か
ら
検
討
し
、
こ
の
過
程
が
近
代
以
降
の
日
本
人
の
精
神
に
強
い
印
象
を
与
え
て
い
る
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
ら
の
指
摘
を
ふ
ま
え
て
、
せ
め
ぎ
あ
い
の
場
を
生
き
、
地
域

信
仰
・
民
俗
信
仰
の
間
に
確
執
が
生
じ
た
近
代
期
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
動
向
を
見
て
い
く
こ
と
が

今
後
の
課
題
で
あ
る
。

九
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内
藤
幹
生
氏
　
学
位
請
求
論
文
要
旨
（
課
程
博
士
）

「
明
治
政
府
の
宗
教
政
策
と
キ
リ
シ
タ
ン
集
落
」

本
論
文
は
長
崎
の
キ
リ
シ
タ
ン
と
社
会
・
国
家
の
関
係
が
、
時
代
と
と
も
に
ど
の
よ
う
に
変
化
し

た
か
を
分
析
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
特
に
変
化
の
著
し
か
っ
た
近
世
後
期
と
近
代
初
期
に
焦
点

を
当
て
た
。
着
眼
点
は
江
戸
幕
府
、
明
治
政
府
の
キ
リ
シ
タ
ン
政
策
や
キ
リ
シ
タ
ン
に
対
す
る
対
応

と
キ
リ
シ
タ
ン
集
落
の
内
的
変
化
や
周
辺
集
落
の
村
民
と
キ
リ
シ
タ
ン
の
関
係
の
変
化
を
詳
細
に
分

析
し
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
へ
の
移
行
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
に
と
っ
て
は
近
代
化
等
の
一
般
概
念

は
通
用
し
な
い
体
験
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
意
識
や

信
徒
自
身
の
あ
り
方
は
、
時
代
的
状
況
に
よ
り
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
即
し
た
形
で
表
れ
た

が
、
そ
れ
ら
は
ど
の
よ
う
な
形
で
表
れ
た
か
、
彼
ら
を
取
り
巻
く
国
家
・
社
会
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ

た
か
、
明
ら
か
に
し
た
。

近
世
か
ら
近
代
へ
の
移
行
期
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
主
に
権
力
側
の
宗

教
政
策
や
外
交
問
題
の
観
点
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
キ
リ
シ
タ
ン
が
生
活
し
て
い
た
村
社

会
に
お
い
て
村
民
と
ど
の
よ
う
な
関
係
で
あ
っ
た
か
、
信
仰
を
表
明
し
て
か
ら
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
動

向
は
村
社
会
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
た
か
に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
触
れ
ら
れ
て
こ
な
く
、
検
討
の
余

地
が
あ
る
よ
う
に
拙
者
に
は
思
え
る
。
そ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
本
論
文
で
は
近
世
と
近
代
に

お
け
る
キ
シ
タ
ン
集
落
内
部
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
あ
り
方
と
国
家
・
社
会
と
の
関
係
の
変
化
を

分
析
し
た
。

第
一
章
「
近
世
期
の
キ
リ
シ
タ
ン
」
で
は
、
近
世
期
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
と
国
家
・
社
会
と
の

関
係
に
つ
い
て
、前
中
期
と
後
期
に
起
こ
っ
た
キ
リ
シ
タ
ン
露
顕
事
件
の
記
録
史
料
か
ら
検
討
し
た
。

近
世
前
期
に
起
こ
っ
た
大
村
郡
崩
れ
は
幕
府
の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
を
強
化
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
。

キ
リ
シ
タ
ン
は
表
面
的
に
姿
を
消
し
、
潜
伏
し
て
信
仰
を
継
承
し
た
。
近
世
後
期
に
は
、
浦
上
一
番

崩
れ
、
浦
上
三
番
崩
れ
、
天
草
崩
れ
と
称
さ
れ
る
キ
リ
シ
タ
ン
露
顕
事
件
が
断
続
的
に
起
こ
っ
て
い

る
。
一
世
紀
半
以
上
を
経
て
起
こ
っ
た
近
世
後
期
の
キ
リ
シ
タ
ン
露
顕
事
件
で
は
、
幕
府
の
キ
リ
シ

タ
ン
認
識
も
変
化
し
、
キ
リ
シ
タ
ン
は
「
異
宗
」
と
し
て
処
理
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
近
世
前
期
に
お

い
て
は
、
幕
府
は
キ
リ
シ
タ
ン
を
島
原
・
天
草
一
揆
の
記
憶
か
ら
危
険
視
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、

近
世
後
期
に
お
い
て
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
は
幕
藩
体
制
に
従
順
な
百
姓
と
見
な
し
て
い
た
た
め
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
し
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
は
、
こ
の
間
に
習
俗
化
し
た
。

第
二
章
「
近
世
・
近
代
移
行
期
の
キ
リ
シ
タ
ン
」
で
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
と
国
家
・
社
会
の
関
係
が

大
き
く
変
化
す
る
契
機
と
な
っ
た
浦
上
四
番
崩
れ
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
動
向
を
見
て
い
っ
た
。

浦
上
四
番
崩
れ
は
、
浦
上
村
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
旦
那
寺
に
許
可
せ
ず
葬
儀
を
行
い
、
寺
請
と
決
別
す

る
こ
と
を
宣
言
し
た
こ
と
で
始
ま
っ
た
。
宣
教
師
と
接
触
し
た
こ
と
で
、
浦
上
村
の
キ
リ
シ
タ
ン
は

信
仰
態
度
を
隠
匿
か
ら
表
明
へ
と
変
化
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
村
社
会
と
の
関
係
も
変
化
し
た
。
浦
上

村
で
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
と
非
キ
リ
シ
タ
ン
の
確
執
が
表
面
化
し
て
、
村
内
は
分
裂
状
態
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、
信
仰
態
度
を
変
え
た
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
浦
上
村
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
他
地
域
の
キ
リ
シ

タ
ン
集
落
へ
出
向
き
、
信
仰
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
さ
せ
、
広
域
化
・
組
織
化
さ
せ
た
。
ま
た
、

こ
の
時
に
キ
リ
シ
タ
ン
は
現
世
利
益
的
な
信
仰
観
を
後
退
さ
せ
、
来
世
救
済
的
な
信
仰
観
を
突
出
さ

せ
、
旦
那
寺
の
葬
儀
で
は
来
世
で
救
済
さ
れ
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。

浦
上
村
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
信
仰
態
度
を
変
化
さ
せ
、
信
仰
表
明
し
た
こ
と
に
よ
り
、
権
力
側
は
そ

の
対
応
を
迫
ら
れ
た
。
厳
禁
と
す
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
を
表
明
し
、
寺
請
を
拒
否
し
て
自
葬
す
る

な
ど
、
明
ら
か
に
幕
府
の
政
策
に
反
目
す
る
動
き
を
取
っ
た
た
め
、
幕
府
は
放
置
で
き
な
く
な
り
、

召
し
捕
ら
え
た
上
で
改
心
を
迫
っ
た
。
こ
の
時
に
幕
府
は
キ
リ
シ
タ
ン
の
行
為
を
一
揆
的
な
集
団
と

見
な
し
て
、
再
び
危
険
視
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
幕
府
の
政
策
を
踏
襲
し
た
明
治
政
府
に
よ
り
、
浦

上
村
の
キ
リ
シ
タ
ン
は
総
流
罪
と
な
っ
た
。

第
三
章
「
近
代
初
期
（
明
治
初
期
）
の
キ
リ
シ
タ
ン
」
で
は
、
禁
教
解
除
後
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
動

向
と
村
社
会
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
い
き
、
禁
教
解
除
が
キ
リ
シ
タ
ン
集
落
に
与
え
た
影
響
に
つ
い

て
検
討
し
た
。
こ
の
章
は
、
従
来
の
キ
リ
シ
タ
ン
史
で
触
れ
ら
れ
ず
、
見
落
と
さ
れ
て
き
た
部
分
を

新
し
い
史
料
を
用
い
な
が
ら
分
析
し
た
部
分
で
、
論
文
の
中
心
的
部
分
で
あ
る
。

禁
教
解
除
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
を
排
除
し
た
国
家
秩
序
か
ら
は
解
放
さ
せ
た
が
、
村
社
会
・
地
域
社

会
内
部
で
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
・
非
キ
リ
シ
タ
ン
と
の
確
執
を
深
刻
化
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
場
所
に
よ
っ

て
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
内
部
に
お
い
て
も
、
カ
ト
リ
ッ
ク
入
信
を
め
ぐ
り
分
裂
し
た
。
禁
教
解
除
に
よ

り
信
仰
表
明
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
が
村
社
会
内
部
で
忌
避
さ
れ
た
模
様
を
見
て
い
き
、
キ
リ
シ
タ
ン
と

村
社
会
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
か
検
討
し
た
。

論
文
で
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
自
身
の
あ
り
方
や
彼
ら
を
取
り
巻
く
社
会
・
国
家
の
関
係
は
時
代
に
よ

り
異
な
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
状
況
に
即
し
て
分
析
し
、
時
代
の
全
体
像
に
位

置
づ
け
て
考
察
し
た
。


